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モｰニングサイドハイツだより

～最近のアメリカ学会から～

大西洋の彼とうをこえて“新世界"アメリカ大陸に

最初の植民地建設に向った船がMayiowerと名付けら

れていたことは何となしに記憶にとどめていたにすぎ

恋かったことだが“5月=May"という季節がここで

はこんなにもすばらしい現実の美しい季節感をもってい

ようとは日本では到底想像しがたいことであった.

多少オｰバｰな表現を許して頂くと2月の寒々とし

た木々の袷が数目にして初夏の新緑をしたたらせみ

ぞれのような雨すらも5月の声をきくと若草にやどる

霧のようなたごやかさを感じさせるのである.

前回にRolkM㏄hanics(岩石物性学)という耳枢れ

ない分野がどんな背景から起こってきたかにふれた.

岩石物性を地層の物理的性質とごくせまい意味に限って

みても関連する分野は

a:地嫁物理

b:応用地質(鉱山･道路･ダム･鉄道など)

C:地質(構造地質1羽油地質学)

とずいぶん広い.カッコ内は現在の岩石物性研究者が

属している部門を思いっくままにあげたものだがこれ

らはさらに増加するだろう.

さて5月カミここでは春であり初夏でもあるといって

も何しろ広いアメリカのこと南北で多少のズレのある

のは当然である.ところで峻月から5月にかけてニュ

ｰヨｰクとその付近で次のような学会があった吉

4月21日一24日･ワシントン1地球物理学禽

星野一男(在ニュｰヨｰク)

5月4日一8目･ニュｰヨｰク･岩盤･岩石物性国際会議

5月18日一22目･トロント(カナダ)･石油地質学会他連合学会

4月下旬のワシントン5月上旬のニュｰヨｰクそ

して5月下旬のカナダとそれぞれの土地で最もよい時

候をえらんで行なわれたこれらの学会はいずれも岩石

物性学者にとって興味のあるものであった.

以下それぞれの学会について岩石物性を中心にだいた

いの模様などをえがいてみよう.

1.第45回アメリカ地球物理学会

�浥物�����楣��楯温

4目聞にわたって催されたこの学会は全米の地球物

理関係の諸部門をすべて含むUniOnであって属する部

門は非常に多い.ホワイト･ノ･ウスとポトマック河畔

にはさまれた区域は霞ヶ関のよう枚官庁街だがその

中のGeo1ogica1SurveyのあるInteriorBuildingや

Nationa1ScienceF0㎜datio{など数カ所の会場で学会

が行なわれた｡､岩石物性に関係あるテrマは

1着石鉱物の褒形と破壊(映{◎mat1◎nofR◎畝sand

蜘鰯望als)

朝差}肩の欝蝪㌃日と栃詞ル(F夏籔｡turea服dFlo珊Q童艮｡cks)

の驚つで講演数は前者が9後者も轡あった古

ザ変形と破壊｣のテｰ呼ではGri駿憲Ch賞1銚始伽ぎ1慨

H搬rdHandinDon銚hそしてP銚t雛s◎鶯など錫在

アメリカにおいてこの分野を代表する研究者が胃白押し

LamontGeologica10bser榊セ｡ryへ家族連れで

ピクニックに山かけるマ}シャル･ケイ(Marsha11

Kay)教授(右)フレッド･ドｰナス(FredDonath)

教授(左)

三軸岩石物性試験機USGSロバｰト

ソン博士の研究室

ロバｰトソン博:±;�
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に恋らんでいたのは壮観であった.私などはただ名前

を聞いただけでも昂奮してしまうような次第であったが

学会はこじんまりとした落ち着いた部屋の中で意外と思

えるほど家族的ふんい気のうちに進められた.

GriggsChristieTumer氏らは石英･方解石の高

圧高温実験の結果について講演した.従来よりもさ

らに高圧(1～2万気圧)高温(300～150ぴC)の範囲

が広がりそして注目すべきことは変形率(Strain

rate)が非常に小さなオｰダｰになっていることである.

たとえばGriggsの石英は8x10-8/secTumerの方

解石は1×10-7/secで行なわれたという.Columbia大

学のDonathの研究室で私が担当している実験から推す

とこれらは1試料の変形･破壊に2･3目から1週間

を要するような非常にゆるいスピｰドのものである.

岩石の方ではすでに層理面や節理が内在している岩石

を破壊させたときにできるKirkbandが話題の中心で

あった.｢割れ目と流れ｣のテｰマではr変形と破壊｣

にみられた基礎的な問題からすすんでieldinterpreta･

tiOnを試みるものまた逆に実験結果から理論的に追

証しようと試みるものと2方向があったように思えた.

Myron,Stemは丘eldobservationの結果から地質構

造と割れ目の関係を報告した.またたとえばWalsh

Brace在どは層理面を持った岩石についてのDonathの

実験結果を理論的に追究してこの場合にはGriggsの

破壊仮定カミ適当なことを示した.

とくに感じたことは地質屋と地球物理屋のへだてが

ほとんど無いことでそれぞれが全く共通の広場に立って

質疑カミ行衣われていたことである.

ワシントンでのこの学会は個々の講演はしぱらくお

いても今まで遠い彼方から名前を読むだけだったこの方

面の権威者の数多くと間近に接することカミできた私にと

米国地質調査所の前

で星野技官

ってたいへん感激に満ちた4日間であった.

ヒの会期中はまたワシントン近郊にあるE.C.Robert･

sOn博士の主宰するUSGSの地球物理実験を見学する

ことができた.意外にも粗末な実験設備を次々に回り

ながらUSGSの岩石物理部門には5つの研究テｰマが

あることなど伺っているとMITのBrace教授等が

こられた｡帰途先生方から車中親しく高圧高温実験機

を組み立てる時の注意などを体験をまじえて聞かせて

頂く.美しい住宅地を走りたがらのこの時のドライ

ブは短時間であったけれど忘れられない思い出である.

2､第4回岩盤･岩1百物性国際会議(Intemati㎝alCon･

晥�����慴�潮�漱慮���散����

2月のAIME(鉱山技術会議)と同じくニュｰヨ

ｰクのペンシノレベニア駅前のStatIerHi1tOnホテノレが

おもな会場であった.1～3回はベノレギｰ･ドイツ･

フランスで開かれたのだが今回はニュｰヨｰクのコロ

ワシントンのAGOぴ)主食揚

コロンビア大学の地質教室では毎年5月初めの同曜目にハドソン河

畔にあるLamontGeo1og1ca1Observatoryへ家族連れでビク

ニγクに出力}ける�
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シビア大学ヘンリｰクライム鉱山学部が創立至｡o年に

当ることを記念してニュｰヨｰクで開かれること紀放

ったものである.この会議は鉱山道路ダム扱とに

おける岩盤の物性に関するテｰマが中心であり参会者

もほとんど鉱山技術者鉱山地質学者土木地質学暫で

あった.日本からも東大の鈴木教授京大の平松教授

カミ見えられ講演をされた｡

米･独･英･仏･加1属1ソ･ベルギｰなどから提出

された論文は総数36これらが鉱山における試験測定

(TestMeasur㎝tin独1鵬§)鉱岬こおける坑壁保持

(MineSupPort)地層管理(籔｡U納Cc鮒蔓｡1)時間に

関係する現象(Time･de膵篶幽鮒凶e貫Φ搬蝸)のテｰマ

に分類されて講演は各20分それは質疑の時間がたっぷ

りとられて活発な毎日が続けられた.この方面の研

究は鉱山土木などにおける安全管理生産性向上を目

的として最近米国･欧州で活発に狂ってきたものであ

る.参加者の多くは若千の現場で実際に計画･研究｡

実験をしてv'る人のようであった.前記のよう在テｰ

マによって大別されているといっても大部分の講演は

各国の岩塩･金属･石炭などの鉱山や道路･ダム現場に

おいて効果的な坑道掘進有効な安全管理(例えば落盤

の防止)および要求されたコストダウンなどのためにど

のように岩石物性学的研究を実施してきたかというもの

であって要するにそれぞれの体験をのべたものが多か

った.他方基礎的･理論的研究も決して少なくなかっ

た.これらを少し具体的にのべると

･地層中に坑道を掘進していった場合の坑壁周囲の応力分布の

状態などから割れ目がどのようにどこに引き起こされたかに

ついての理流的考察や模型実験恋ど

･また坑道内での応力測定(この方法σ)解釈が各国さまざまで

質疑の最も大きな対象となった)

･どのような形のどのようた性質の坑木が最も有効かという問

題

･坑内における爆発事故のとき隣接岩石はどのように破壊して

ゆくか

･災害の予防はどうしたらもっとも有効か

などであった.

この方面の研究が初期の段階にあるだけにこのように

自由に体験を述べあい意見を交換できる学会は現場担当

者には非常に有益であったに違いない.

次にその学会の全般的注ふんい気はと見ると技術者

の集まりだけあって非常に派手であった.学会カミ始ま

るとカクテル･パｰティ晩さん会ノ･ドソン河の夜間

遊覧だとの催しカミ隔日に盛大に行柾われ学生も自由に出

席することができた.若い人カミ多かったのでこのよう

粧催しカミ重なるたびに顔をあわせ知り合v'が増えてv'っ

たのは楽しかった.

意外だったというべきかあるいは当然のことであっ

たかもしれ狂いが地元のアメリカカナダから出席し

た若い人たちには地質家カミ多く彼らの多くがいま自

分の鉱山ではrockmechanicsはなにもやっていない

しかし関心は非常にもっているといっていたことであっ

た.

3.アメリカ眉泊地質学会他連合学会(AAPG)

これはアメリカ石油地質学会(AmericanAssociatiOn

ofPetro1eumGeo1ogists)と他の3学会(Sccietyof

Ec㎝omicPa1eonto1ogistsandMineralogists,Geologi-

����楡瑩潮潦����楮敲��楣���捩慴楯�

ofCanada)との連合で開かれたものでAAPGとし

ては49回で外国で開かれたのは今回がはじめてだそうで

ある.会場はカナダのトロント市ここはニュｰヨｰ

クから平均時速60マイル(約100km)という長距離バス

ワシンン市街の新聞売り

ホワイノ･ウスの裏庭�
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で約12時間ナイアガラの滝の北方にあたりオンタリオ

湖にのぞんだ静かな市である｡エユｰ嚢一クから出か

けて行った私は食物方墳くう婁いのに感激してし襲った

がカナダ在住の人あるいは近隣の中小都布から書た人

はまた別の感じがあったようだ由AAPGでは次の

4部会カ里あった｡

地球化学針算機堆積盆地に対する基盤の影響

地球物理儀か

最後の地球物理は大部分が物探関係であった幸裏た

SEPMの方では堆積構造堆積岩岩石学宥灰質岩

のシンポジウムと古生物学の部会がありた由私はこれ

らのうちr堆積盆地に対する基盤の影響｣とr石灰質岩｣

の話を聞いた.基盤岩とは何かこれは各個講演のあ

とで開かれたパネル討論会のへき頭に早速問題になった

がこの会議では“問題にしている地層の下位にくる岩

石層"と定義され一応おちつい危｡現実には講演者

のほとんどが先カンブリア系をさしていたようである｡

代表講演はカナダ(五大湖周辺アルバｰタ州)とアメ

リカ(北東部および中部)の各地方で各種試錐物探の

結果明らかにされ杷基盤岩の層序構造の凌とめが多か

った.次に節理から基盤岩時代以降の構造発展を論じ

たもの偽層たどから堆積盆地の変せんを扱っ花ものカミ

おのおの1つずつ.

パネノレ討論会におもなトピックスになったものは先

程の定義問題にひきつづいて基盤岩の構造は上位の含油

層の構造とはたして一致しているとみてよいかどうかと

いう問題だとえばアメリカ中部で堆積盆地はどのよう

に分化して行ったか物探とくに重力･マグネはどのよ

うに有効か節理の調査は構造発展を研究する上に有効

かなどと質疑の模様応答の様子狂ど日本の学会風景

と同じよう狂印象をうけた.最後には基盤岩の研究は

石油探鉱上有効かという問題にまですすみ不得要領の

裏凄時間切れとなってし婁い全く日本の学会に出席して

いるような感じであった畠

節理についての講演はG鵬童会社のR.A.Ho雌s㎝が

行ったものでグランドキャニオンとモンタナワイオ

業シグ地帯の節理を中心とした基盤岩層&被ふく岩層

との構造関係はついてであった由ここでもこの種の講

演は珍い･ものであっ花らしくバ率ル討論会が終わった

あとHodgso頁はたち凄ち67人にとり因襲れて調

査の方法如何方向的変化はどのように決めたか被ふ

く岩層の節理の方向は基盤岩のと平行であるというがそ

のメカニズムはなどと代わる代わる質問される始末で

あった｡最後列に坐ると講演者の顔もよく分ら扱いよ

う放弊常に広い会場で&うとうこのグルｰプ花けとり

のこされボｰイ違が椅子をとりにきてやっと散会しだ有

様だったからか肢り長時閥であったに相違ない｡

｢石灰質岩｣紀ついてのシンポジウムではUSGSの

瓦.αR◎bert§0狼が石灰質瀦の凝結の高温高圧実験の繍

果を報告された｡しかし結果については博士白身あ凄

り自信のないよう柾語であった｡あとで廊下の立語の

おりこのことをお伺いすると｢これはもう続け危くな

いこの次のテｰマとしては高圧下の弾性波速度のテ

ストに興味を持っているということだった.

トロントでは数人の日本人(いずれも地質)にお会い

することができた.ある人には全くの初対面でここ

で初めてお仕事の内容を聞かせていただく始末であった.

ワシントンやニュｰヨｰクでも在住の人学会のため

に来られた人などいろいろの専門の方にお会いできた.

本稿での話題はとくに岩石物畦と構造地質に限定し

たけれども地質調査所の林技官も出席されていたので

鉱床鉱物関係は同技官から聞いていただくのがよいと

思う･(筆者は燃料都石油澱現在コロンビア大挙留学中)

ニュヨクの夜景

ノ･ドソン河の夜間遊覧船上で�




